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背景とねらい： 
小麦はパンや麺などの原料です。現在、日本人１人当たりの年間小麦消費量は約 33

㎏であり、米の消費量の 3/5ほどです。ところが、小麦はその 86％を外国から輸入し

ており、パスタ用のデュラム小麦はほとんど全量を輸入に頼っています。国内で生産可

能な小麦の品種改良（育種）が急務となっています。日本の気候に合ったデュラム小麦

品種は短稈・早生が必須です。今回、イオンビーム突然変異体の中から早生の優良変異

体を見出し、それを交配母本に用いて早生デュラム小麦品種の開発を進めました。 

 
特長と効果：  
デュラム小麦は、デュラムセモリナ（小麦粉）として輸入され、国内でパスタに加工

されます。また、パスタとして輸入されているものもあります。デュラムセモリナとし

ての国内市場規模は、ざっと 90億円/年（一般財団法人製粉振興会、一般社団法人日本

パスタ協会の資料から算出）と推定され、ほぼ同量がパスタとしても輸入されていま

す。国内で栽培できるデュラム小麦品種が開発できると、90億円ｘ2＝180億円/年の市

場に参入できると考えられます。 

国内消費のデュラム小麦需要は約 30万トン（日本パスタ協会）であり、デュラム小

麦の収量を 3トン/ヘクタールとすると、必要量のデュラム小麦生産には約 10万ヘクタ

ールの農地が必要となります。現在、休耕地いわゆる耕作放棄地や荒廃農地は全国で

30万ヘクタール（農林

水産統計）あるので、

整備しなおしてデュラ

ム小麦を栽培すること

により、休耕田対策に

もつながると考えられ

ます。 

 

 

 

 

写真 1 デュラム小麦

イオンビーム変異体ス

クリーニング圃場全景 

(2016年 5月下旬）  

 

社会実装の対

象と可能性： 

デュラム小

麦は主にヨー

ロッパ、アメ

リカ、カナダ

で生産され、

国内ではほと

んど生産され

ていません。

従来のデュラ

ム小麦品種は

収穫時期が遅

く、また、草

丈が高いた

め、日本で栽

培すると 6月

の長雨によっ

て品質が劣化、病害が多発し、また倒伏して収穫ができません。本研究では、本州中部

以西でのデュラム小麦の地産地消を目指して、日本での栽培に適した早生で短稈のデュ

ラム小麦の新品種を開発するため、「イオンビーム複合育種法」を考案し、実践してき

ました。開発した早生優良デュラム小麦は、本格的な梅雨入りの 6月中旬までにコンバ

インで収穫可能であり、現在、大麦や小麦を栽培している土地をそのまま使用すること

ができます。デュラム小麦は超硬質系の小麦であり、通常の小麦の製粉とは異なる製粉

機が必要となります。デュラム小麦専用の製粉設備を備えることにより、国産デュラム

セモリナのパスタを製造・販売する新たな 6次産業の展開も期待できます。開発した系

統は栽培特性・品質特性のデータを収集中であり、品種登録申請は 2020年を予定して

います。 
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